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研究成果の概要（和文）：この研究は、抗精神病薬を服用する統合失調症患者の24時間血糖モニタリングを行
い、低血糖のリスク要因を明らかにすることを目的とした。対象は糖尿病でない52名の統合失調症患者で、平均
年齢は56歳だった。結果、夜間（特に22時から6時）の低血糖リスクが非常に高く、80％の症例で低血糖が確認
された。この結果は、精神症状の管理と並行して低血糖のモニタリングが患者の安全と健康に不可欠であること
を示しており、精神科領域における低血糖管理の重要性を強調することができた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the risk factors for hypoglycemia in patients 
with schizophrenia who are on antipsychotic medication by monitoring their blood glucose levels over
 24 hours. The subjects were 52 non-diabetic patients with schizophrenia, with an average age of 56.
 The results revealed a high risk of nocturnal hypoglycemia, particularly between 10 PM and 6 AM, 
with 80% of the cases showing hypoglycemia. These findings indicate that monitoring blood glucose 
levels alongside managing psychiatric symptoms is essential for ensuring the safety and health of 
patients. The study underscores the importance of hypoglycemia management in the psychiatric field.

研究分野： 臨床精神薬理学

キーワード： 統合失調症　24時間血糖

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究の学術的意義は、統合失調症患者における抗精神病薬の副作用としての低血糖リスクを初めて詳細に明
らかにした点にある。24時間血糖モニタリングによるデータは、精神科治療における新たなリスク管理の指針を
提供し、今後の研究や治療方針の改善に寄与する。
社会的意義としては、統合失調症患者の夜間低血糖リスクを把握することで、医療従事者がより適切なケアを提
供できるようになる点が挙げられる。低血糖の早期発見と予防策の確立は、患者の生活の質向上と健康維持に直
結し、精神科医療全体の信頼性向上にもつながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

精神障害者のリカバリーを考える上で、身体的な健康が維持されることは不可欠な要素のひと

つである。精神疾患に罹患した集団における死亡リスクが高いことが報告されている(Walker et 

al., JAMA Psychiatry. 2015)。その治療において抗精神病薬が使用されている統合失調症では、 

一般人口に比べ平均余命が短く、近年のメタ解析によるとその差は 14.5 年とされている(Hjorth 

et al., Lancet Psychiatry. 2017)。これらの死因について、縦断的観察研究の結果は自殺など

の外因死ではなく自然死が多いことを、特に心血管疾患の寄与が大きいことを示している(Brown 

et al., Br J Psychiatry. 2010; Olfson et al., JAMA Psychiatry 2015)。こうした死亡リス

クや死亡時年齢の一般人口からの乖離は年々拡大しており(Nielsen et al., Schizophr Res. 

2013)。その対策が求められている。しかし、主たる死亡原因となる虚血性心疾患などについて、

その生前において十分に診断されていないとする報告もあり(Crump et al., Am J Psychiatry. 

2013)、適切なスクリーニングや精神疾患の特性をふまえた配慮が必要と考えられる。 上記の報

告はいずれも海外からのものであるが、我々の行ったわが国の精神科医療現場の調査では、心血

管疾患の背景と考えられる肥満 (BMI ≥ 25)やメタボリック症候群について、外来通院中の統合

失調症当事者における有病割合がそれぞれ48.9%、34.2%と一般人口よりも高かった(Sugawara et 

al., Schizophr Res. 2012; Sugai et al., Schizophr Res. 2016)。このため、精神障害者の

糖尿病を予防するための現場へのガイドを示す必要がある。 

血糖コントロールについては、これまで HbA1c の改善に最も重きが置かれていた。しかし、2008

年から 2009 年に相次いで海外で行われた ACCORD 試験（N Engl J Med 2008）をはじめとする

大規模臨床研究において明らかになったのは、厳格な血糖コントロールは必ずしも予後改善に

はつながらず、低血糖を起こさない治療の重要性であった。また、我が国で 2001 年から行われ

た高齢者糖尿病患者を対象とした J-EDIT（Ito et al., Nippon Rinsho 2006）においても低血

糖が認知症などの老年症候群増悪のリスク因子となり薬物治療中の HbA1c 低値群の予後が不良

であることが示された。これらを踏まえて、米国ヨーロッパ糖尿病学会の合同ステートメント 

(Inzucchi et al. Diabetologia 2015)、日本糖尿病学会の提言（熊本宣言）においても、「低血

糖を起こさないこと」が治療目標設定において重要であることが強調されている。 

低血糖を繰り返す精神疾患患者や高齢者はそもそも低血糖の「自覚症状」を欠くことがしばしば



である。特に高齢者は食後高血糖を来しやすく夜間に血糖が低下する特徴を有するため低血糖

が見逃されやすい。さらに、近年の抗精神病薬の主流である第２世代抗精神病薬を服用すると低

血糖が少なからず認められることが報告されている（Suzuki et al., BMJ 2009）が、低血糖症

状は精神症状と類似しており、精神科診療の中で低血糖を把握することは困難である。そこで本

課題では 24 時間血糖をモニタリングし、抗精神病薬服用による低血糖のリスク因子を明らかに

することで予後改善の可能性を見出す。 

 

２．研究の目的 

抗精神病薬服用中の統合失調症患者の 24 時間血糖をモニタリングし、抗精神病薬服用による低

血糖のリスク因子と保護因子を明らかにし、介入方法の開発の基礎的情報を提供する。 

 

３．研究の方法 

対象は抗精神病薬を服用中で糖尿病に罹患していない統合失調症患者 52 名であり、対象に 24 時

間血糖モニタリングを施行した。平均年齢は 56 歳で、男性は 26 名、女性 26 名であり、48 例が

入院患者であった。対照群として年齢と性別をマッチさせた 47 例の健常者を用いた。Free Style

リブレ Pro®（下図）を用い、14 日間の 24 時間血糖モニタリングを行う。上腕背側にセンサーを

装着し、間質液中グルコース値を14日間連続測定する。FreeStyleリブレ®の解析ソフトを用い、

平均グルコース値、目標より高い時間的割合、目標より低い時間的割合、低グルコースイベント

の回数と時間を算出、また変動係数（CV 値）を求めた。52 例中、1 例 2 日目でリブレがはがれ

たためデータを採用しなかった。その他の症例では 4 日から 14 日のデータを得られたため、そ

の平均値を用いて解析を行った。なお、本研究は獨協医科大学臨床研究審査委員会で承認を受け、

対象から書面で同意を得ている。 

 

４．研究成果 

22 時から 8時までは平均血糖値が低血糖の指標となる 80 ㎎/ｄｌを下回っていた。特に 22 時か

ら６時までは臨床的に重要な70㎎/ｄｌ以下になっていた。特に2-4時の間では80％の症例で、

4-6 時では 71％の症例で低血糖を示した。最低血糖は 40 ㎎/ｄｌであった。24 時間平均グルコ

ース値の平均（SD）値は 77.7（14.9）㎎/ｄｌであり、変動係数 CV は 19.2％であった。目標範



囲を 80－140 ㎎/ｄｌと設定した場合、目標範囲内であった平均（SD）時間は 38（20）％で CV は

52.2％で、あり、目標範囲以下であった時間は 61（21）％で CV は 35.3％、目標範囲以上であっ

た時間は 1.5（2.9）％で CV は 187％であった。 

 

 

24 時間血糖値 51 名（患者）と 47 例（健常者）の平均値 

 

 

患者 健常者 
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